
ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ（SSH）重点枠の新規採択について

１．概要
・平成３０年度から新たに２年間、文部科学省からｽｰﾊﾟｰｻ
ｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ（SSH）重点枠に指定された。

・平成２２年度に結成した「大分ｽｰﾊﾟｻｲｴﾝｽｺﾝｿｰｼｱﾑ」を、
さらに生徒主体の取組とし、全県の理数教育の向上を図
りたい。

２．「大分スーパーサイエンスコンソーシアム（OSSｺﾝｿ）」
○ねらい
・「OSSｺﾝｿを核とし、科学的探究力と論理的思考力を備
えた国際的に活躍できる人材育成」

○内容
・大分舞鶴、日田、佐伯鶴城のＳＳＨ校と、大分上野丘、
大分豊府が中心となって、全県の普通科高校が連携し、
科学講演会や科学ﾃｰﾏに関する課題研究を実施

・課題研究の優秀者については、台湾への科学交流研修
を実施、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙに活躍できる人材の育成

・セミナーの企画や運営を行う生徒主体の取組による
「ＯＳＳﾘｰﾀﾞｰｽﾞ」を結成

○県全体への普及状況（OSSｺﾝｿ参加校）

H22 H25 H29
参加校 ３校 １８校 ２２校

３．本県のSSH基礎枠指定の状況（Ｈ３０年度）
・大分舞鶴（Ｈ１７年度～、第３期４年目）
・日田 （Ｈ２３年度～、第２期３年目）
・佐伯鶴城（Ｈ２９年度～、第１期２年目）

（参考）
・重点枠とは、SSH指定校の中で、教育課程や指導法等
を他の学校に普及し、地域全体の理数教育の向上を目
指す学校を文部科学省が指定

・本年度は全国２２校の応募から、６校が採択
（大分県が九州唯一の採択）

・１年間の経費は１，０００万円
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